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（東－女医大1誌τ三図9巻第11号頁1001一一1015昭和34年11月）

ラット外眼窩涙腺の内分泌学的研究

東京女子医科大学薬理学教室（主任 小山良修教授）

南
ミナミ

丈
アヤ

子
コ

（受付昭和34年8月8日）

        1 緒   言

 ラット外眼窩涙腺て以下外涙腺と略称する）と

内分泌の関係については1948年，阪井1）2）がは

じめて報告してより，郭5），吉田4）等の実験があ

るが，いまだ決：定的な結論はえられていない。

 著者は涙液分泌異常と甲状腺疾患の関係や，乾

性角結膜炎と内分泌関係の問題に興味をもち，涙

液の分泌異常と内分泌，とくに涙腺と下垂体，甲

状腺の関係について，ラットを用いて実験的研究

を試みた。

     H 実験方法及び実験成績

 実験動物はすべて本教室一定飼育管理下の近交系

Wistar－King A系の成熟ラッ｝で，雄89匹，雌i 76

匹を使用し，同一実験に対してはなるべく同腹のラッ

 bを使用するようにした。研究期間は昭和32年9月

から昭和34年4月までのものである。涙腺，甲状腺，

副腎，下垂体等の重量測定はNembutal麻酔（体重100gr

に対し3mg使用）のもとに出」血死きせた後，直ちに

これらをとり出し，各両側のものの重量をTorsion

ba！anceで0．1mgまで測定した。なお組織学的検査

はすべてZenker－Formo1固定とし，パラフ／ンに包

埋して5μの切片を作り，ヘマ〉キシリン・エオジン

染色を行った。

 A 予備実験

 1）正常ラッb外眼窩涙腺重量：

 実験動物は第1表のごとき成熟ラッbで，雌i雄i共に

それぞれ10匹ずつ使用した。まず上述のような方法

で両側外涙腺をとり出し，その重量を測定し，かっそ

の体重比を求めた。その結果は第1表及び第1図にみ

られるように，雄は36．9皿g～59．1mg，雌は53．1

mg～74．4mgの間に分布し，かなりのばらつきがみ

られる。またこれらの体重比の平均値は，雄i47． 9 mg

土2．6mg，雌63．8mg±2．7mgで雌の方が重：量が多

第1表 正常ラット外涙腺：重量及び体重比

例
s ？

憾（・・）SS（m・）1体重比腫（・・） 重量（mg） 体重比

  1

  2

  3
  4

  5
  6
  7

  8
  9
  10

平   均

325

313

370

272

310

293

313

333

292

405

180． 0

152． 5

171． 5

152． 5

150． 5

115． 0

117． 0

171． 5

172． 5

149．5

55． 4

48． 7

46． 4

56． 1

48． 5

39． 2

37． 4

51． 5

59． 1

36． 9

242

240

216

258

249

192

196

217

198

215

ユ80．0

127． 5

130． 0

141． 0

153． 0

140． 0

109． 0

157． 0

143． 0

130． 5

74． 4

53． 1

60． 2

54． 7

61． 4

72． 9

55． 6

72． 4

72． 2

60． 7

323 i 153．3 47．9土2．6 222 141． 1 63． 8±2． 7

                                     士標準偏差

Ayako MINAMI （Department of Pharmacology， Tokyo Women’s Medical College） ： Endocrinological

studies on the exorbital lacrimal gland in rats．
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第1図正常ラット外涙腺重量（体重比）

く，有為差がみとめられ（P＜0．01），明らかに性差の

あることがわかった。

 2）外眼窩涙腺と内限窩涙腺との相関について

 外涙腺と内眼窩涙腺（以下内涙腺と略称する）との

相関関係を調べるために外涙腺捌出ラッNこついて次

のような実験を行った。

 実験動物は第2表のごとき成熟ラットで，外涙腺捌

出群，対照（偽手術）群ともに雌雄i5匹づっ計20匹を

使用した。まず外涙腺別出嫁の動物はNembutal麻酔

下に両側外涙腺を捌出，対照群には偽手術を施し，4

週間後に内涙腺の重量変化と組織所見とを調べ，又，

同時に下垂体，甲状腺，副腎の各重量を測定した。

 以上の実験の結果は第2表にしめすごとく，明らか

な変化は外涙腺刎出群の内涙腺が代償性肥大によって

雌雄共に重量増加をきたしたことで，対照群との間に

雄は5％の危険率で，雌iは1％の危険率で有意差が認

められた。しかし内涙腺の組織所見では，雌雄ともに

ほとんど変化が認められず，また，外涙腺捌出群の下

垂体，甲状腺，副腎の重量についても特別な変化はみ

られなかった。

 なお，これらの実験期間中，捌出群，対照群ともに

一般状態，外眼部所見に異常はみられなかった。

 内涙腺欠損ラッ｝及び外涙腺欠損ラッNこついて：

以上め実験例の他に同じ時期に同様なる方法で外涙腺

を捌出した1例が，実験途中で右側の角膜潰瘍を生

じ，この動物を外涙腺遅出より4週間後に再び調べて

みると，右側の内涙腺を欠除していた。すなわち右側

の外涙腺と内涙腺を失ったために生じた角膜潰瘍と思

われる。このような内涙腺欠損例は，著者の使用した

ラッ〉（本実験に記載した動物以外のラットも含む）

179例のうち，3例にみられ叉，外涙腺を欠いたもの

は179例中1例のみみられた。これらの欠損例はいず

れも片側にだけ内涙腺あるいは外涙腺を欠いており，

両側内涙腺欠損例，両側外涙腺欠損例にはまだ相遇し

たことがない。

 B 下垂体別海ラットの外眼窩涙腺

下垂体別出法は小山氏法5）による。

 1） 下垂体捌出後42日～85日目の外眼窩涙腺

 実験を表示すれば第3表のごとくである。すな

わち，この実験においては，下垂体別出後種々な

第2表 外涙腺捌出ラッbの内涙腺重量及び体重比

性 別

8

9

外涙腺別出群 対 照 群

例1腫（・・）聾（副 体重：比 例睡（・・）庫量（m・）険重圏

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

275

272

370

348

415

195

198

207

264

260

24． 0

23．6

37． 5

38． 5

27． 5

30． 5

31．5

26． 0

31． 0

30． 0

8． 7

8．7

10． 1

8． 2

6．6

15． 6

15． 9

12． 6

11． 7

11． 5

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

292

405

293

313

333

198

215

216

258

249

16． 0

26． 0

22． 5

16． 0

26． 5

18． 5

23．5

18， 5

27． 0

22． 0

5．5

6． 4

7． 7

5． 1

8． 0

9． 3

10．9

8．6

10． 5

8．8
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第3表 下垂体特出ラッ｝の外涙腺重量及び体重比

例

1

2

3

4

5

6

一1ｰ貌s
s
8
G
9
9

70

70

72

63

72

82

105

105

120

116

120

77

測定時の

生  日

160

189

161

197

161

146

捌出後

日  数

56

85

42

82

42

70

体重 （gr）

252

230

250

245

185

138

重一量（mg）

44． 8

50． 5

91． 5

61． 0

81． 0

62． 5

体重比

17． 8

22． 0

36．6

24． 9

34． 8

45． 3

る時期の外涙腺について調べることに重点をおい

た。表にあるような各時期の外涙腺について，重

量変化と組織所見とを調べ，また，内涙腺につい

ては組織所見のみ検査した。なお，対照群として

は予備実験における正常ラットを使用した。

 以上の結果，明らかな変化は下垂体捌出刃の外

涙腺重量が，正常ラットにくらべて著明に減少す

ることで，肉眼的にも導出群ラットの外涙腺が萎

縮して小さくなることは明瞭である（第2図）。組

織所見においては外涙腺，内涙腺共に萎縮像を呈

すことがわかった。すなわち最も明らかな変化

は，第7，8，9，10図にみられるように，主管

に著明な萎縮がみとめられることである。正常ラ

ットにおいて，主管は6～7個前後の腺細胞によ

って構成されることが多いが，下垂体易咄ラット

では，構成細胞の数が減少し，はなはだしきは

只，2個の腺細胞で構成されるものもみとめられ

る。また腺細胞自身もi萎縮し，小さく，かっ濃染

し，変性にわちいりつつあるを示す所見もみとめ

られ，萎縮した主管と主管の間には，細胞浸潤，

結合織の増殖等がみられる。なお，これらのi萎縮

像は，外涙腺より内涙腺の方が一層著明であり，

また，雄iより雌の方がi萎縮しにくい傾向がみられ

る。

 2） 下垂体捌出4E 28日目の外眼窩涙腺

 下垂体別出後一定期間をへた外涙腺の変化をみ

るためにこの実験を行った。実験動物は第4表の

ごとき雄6匹と雌4匹で，これらについて下垂体

捌出後28日目の外涙腺の重量変化と細織所見をし

らべ，内涙腺については組織所見のみ検査した。

 その結果，本実験例においても外涙腺の著明な

：重量低下がみられ，肉眼的にも別丁群の外涙腺

が，萎縮して小さくなることが明らかである（第

2図）。外涙腺の軍量減少を，正常ラット外涙腺重

第4表 下垂体別出後28日目のラット外涙腺

重量及び体重比

 ド例  性別

il g
 E
2

3

4－

5

6

7

8

9

10

8
8
s
8
8
－9

9
9
？

同腹翻騨（9「）1襲（mg）

119

126

126

126

121

121

119

119

119

119

212

217

225

180

205

200

161

141

163

142

E
1

52． 0

51． 5

65． 0

47． 0

56． 0

53． 0

57． 5

55． 0

60． 5

75． 5

体：重比

24． 5

23． 7

28． 9

26． 1

27． 3

26． 5

35． 7

39． 0

37． 1

it’？’”ti’

量と比較すると，有意差がみられた（P＜0．01）。

また，組織所見でも外涙腺，内涙腺ともに，B），

1）の一宇体捌出ラットの場含と同じような変化

がみとめられた。しかし変化の程度は，本実験群

の方がはるかに軽度である。すなわち，外涙腺に

はごく一部にあまり変化のない例もみられ，主管

の萎縮も軽微である。レかし間質には第11，12図

で明らかなように，細胞の浸潤がみられた。また，

内涙腺の変化も外涙腺と同じく，主管の軽い萎縮

と間質の細胞浸潤が主なる所見であるが（第13，

14図），この変化は外涙腺の変化より著明であり，

従って本実験群においても組織変化は，外涙腺よ

り内涙腺の方が高度であった。

 C 甲状腺別出ラットの外眼窩涙腺

 涙腺と甲状腺の関係を知るために，この実験を

行った。実験動物は第5表のごとき成熟ラットで

雄9匹を使用し，このうち5匹を甲状腺別出群と

し，4匹は対照群とした。まず甲状腺三下群のラ

ットは，生後63日目に両側甲状腺を別出（上皮小体

は筋肉内に移植した），その後80日目に出tht死さ

せ，外涙腺，内涙腺，副腎，下垂体をとり出し重
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第5表 甲状腺捌出ラッ｝の外涙腺，内涙腺，下垂体，副腎の重量及び体重比

千三】例
  i

体重（gr）

甲

状
腺
捌
層

群

対

照

群

1

2

3

4

5

1

2

3

4

262

230

252

228

228

310

293

313

333

下  垂  体 外  涙  腺

盤（皿9）体重比1重量（mg）体重比

11． 0

11． 5

11． 5

9． 5

10． 0

12． 0

8． 0

9． 5

9． 0

4． 2

5．0

4． 6

4． 2

4． 4

3．9

2， 7

3．0

2．7

103． 0

87． 5

97． 5

85． 0

74． 5

150． 5

115． 0

117． 0

171． 5

39． 3

38． 0

38． 7

37． 3

32． 7

48． 5

39． 2

37． 4

51． 5

内  涙  腺 副 腎

重量（mg） 体重比・重量（mg） 体重比

       十
．26． 0

21． 5

24． 5

18． 5

21．5

20． 5

22． 5

16． 0

26． 5

9． 9

9． 3

9．7

8．1

9． 4

6． 6

7． 7

5．1

8． 0

29． 5

24． 0

29． 5

21． 0

25． 0

41． 0

58． 0

53． 5

48． 5

11． 3

10． 4

11． 7

9． 2

11． 0

13． 2

19． 8

17． 1

14． 6

量を測定，さらに外涙腺と内涙腺については組織

所見も調べた。また，対照群も同様な検査を行っ

た。

 以上の結果，最も明らかな変化は，第5表の体

重比においてみられるように，内涙腺では増’回し

対照群との間に有為差の認れられたことで（P＜

0．01），その他，副腎の場合は減少，下垂体には増

加がみられ，いずれも有意であった（P＜0．01）。

なお，外涙腺には重：量変化はみられず，さらに外

涙腺，内涙腺の組織所見についても調べたが，い

ずれも特別な変化はみとめられなかった。

 D ラット外眼窩涙腺の薬剤投与による影響

第6表 TSH． NaCI投与ラッ〉の外涙腺重量

   及び体重比（1時間30分）

 1） TSH， NaC1投与の外眼窩涙腺

 使用したTSHは， Pretiron（Schering）で，

1Amp（500 Ms． E）を0．9％の生理的食塩水50

ccにとかし，その1ccを背側皮下に注射した。

なわ，TSHは溶解してから24時間以内に使用

するようにした。また，対照群にはO．9％の生理

的食塩水（NaC1と略称する）1㏄を同様に背側

皮下に注射した。

 実験動物は第6，7，8，9，10表｝こみられるよう

に，大体生後100日前後の成熟ラットで計80匹

を使用，これを5つの実験群に分けた。すなわち

第1群はTSH， NaCl投与後1時間30分で，第；

第7表 TSH． NaCI投与ラットの外涙腺重量

   及び体重比（4時間）

群別［醐i例

T
s

H

投

与

群

N
a
c
I

投
与
群

8

si｝

8

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

  4
一？ 1 s

．1．．．9．！

同腹
番号

79

79

79

17

17

79

79

17

17

17

83

17

17

17

17

17

体重（gr）

307

288

298

345

351

201

222

198

205

207

326

378

405

246

212

230

重量（mg）

131． 0

106． 0

112． 0

190． 0

174． 5

88． 0

94． 0

132． 0

141． 0

130． 0

176． 5

167． 5

178． 5

138． 0

133． 0

体重比

42． 7

36． 8

37． 6

55． 1

49． 7

43．8

42． 3

66． 7

68． 8

62． 8

54． 1

44． 3

44． 1

56． 1

62． 7

15X＝5165．4．

群別

T

s

H

投

与

群

N
a
c
I

投
与
群

性群

8

9

8

9

例

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

1

2

3

 4

 5

L6．

同腹
番号

83

83

16

16

16

83

83

16

16

17

83

16

16

83

16

16

体重（gr）

336

335

328

327

345

205

210

228

226

220

重鯉陣・
170． 5

166． 0

14e． 5

148． 0

163． 0

50． 7

49． 6

42． 8

45． 3

47． 2

144． 0

117． 5

112． 5

100．0

123． 5

345

324

335

131． 5

156． 0

170． 0

220 ［ 108．5

220 1 12s．s

249 ［ 112．5

70． 2

56． 0

49． 3

44． 2

56． 1

38． 1

48． 1

50． 7

一1004一
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第8表TSH． NaCI投与ラットの外涙腺重量

   及び体重比（8時間）

第10表 TSH． NaCI投与ラッbの外涙腺重：量
   ’及び体重比（24時間）

警報例

T

s

H

（！）

投1

与：

 19
群1

［i
I

［2
3

4

5

6

7

8

9

10

同腹
番号

体重（gr）

83

83

83 1

47

47 1

302

275

282

275

265

83

83

83

47

74

222

194

195

165

220

：重量（mg）

186． 0

125． 5

142． 0

191． 5

169． 0

146． 0

152． 0

135．5

134． 5

体重出

iN
a
c
I

投
与
群

8

9

61． 6

45．6

50． 4

69． 6

63． 8

到

2

3

47

47

33

65． 8

78． 4

69． 5

81．5

120．s 1 s4．s

4i

5

6

258

270
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122． 0

体重比

 N
 g

画
配
群

8

1

2
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48． 4

46． 4
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148． 5

156． 0

148． 0

152． 5
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65． 0
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77． 0

第g表 TSH． NaCI投与ラットの外涙腺重量

   及び体重比（18時闘）

癖導爆体重塵量㎏・睡ヒ1

T
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H

投

．与

群

N
a
c
I

投
与
群

  1

  2
8 li 3

  4
  5

9

g

？

14

14

32

32

33

6［ 14

7

8

9

10

14

32

32

32

382

352

302

298

306

1

2

3

4

5

6

202

198

212

208

214

・41322
   
32   333

33 1  320
  …

14

32

32

218

208

198

！76．0 i 46．1

198．5 1 56．4 1

ユユ4．0    46．7

189．5 1 63．6

166．0 1 54．2

156． 5

143． 0

132． 5

135． 5

134． 0

190． 5

160． 0

186． 5

150． 0

130． 0

149． 0

77． 5

72． 2

62． 5

65． 1

62． 6

59． 2

48． 0

58． 3

68． 8

62． 5

75． 3

2群は投与後4時間，以下第3群，8時間，第4群，

18時闇，第5群，24時間の各群である。このよ

うな投与後の時聞をとったのは，外涙腺に対する

TSHの作用を，甲状腺の変化と平行して襯察し

たいためで，齊藤6）のTSHに関する：文献に従っ

て時間の分割を行った。また，使用した動物の数

は，いずれの群もTSH投与は雌雄とも5匹ずっ

とし，NaCI投与は雌雄ともに3匹ずつで，これ

らの実験動物に対し注射後一定時間を経てから，

Nembutal麻酔のもとに出頚t死させ，直ちに両側

の外涙腺をとり出し重量変化と組織所見を調べ，

内涙腺，甲状腺については組織所見のみ検査した。

 以上のうち重量変化を表・及び図にてしめすと，

第6，7，8，9，10表・，第15，16図のごとくなっ

た。すなわちこれらのうち最も明らかな変化はT

SH， NaCl投与8時間後の外涙腺の重量が増加

することで，これを正常ラットの外涙腺：重量と比

較すると，雄の場合，TSH投与群（P＜0．05）

NaCl投与群（P＜0．01）とも正常無処置のもの

との間に有意の差があり，雌の揚合は，TSH投

与群に有意差がみとめられず，NaC1投与群（P

＜0．0エ）に有意差のあることがわかった。組織所

見ではTSH投与群星の外涙腺の主管に時々分泌

機能の冗進を思わず所見を呈する例もみられた

が，大体において外涙腺，内涙腺ともに明らかな

変化をみとめることが出来なかつナこ。ただし，甲状

腺のTSH投与による機能三井組織像の最も著明

な時期はTSH投与後8～18時間の間にあっナこ。

 2） Forma工in投与ラットの外眼窩涙腺

 局方のFormalinの4％溶液1ccを背側皮下

一／005一
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副腎の重量及び体重比
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け

投
与
群

対

照

群

性別

8

例

1

2

3

4

5

体重（gr）

288

294

345
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258

甲

9

 6

7’

 8

 9

10

8

1

2

3

4

5

状  腺 外 涙  腺
         

重量（mg）i体重比

15． 0

17． 0

21． 5

19． 5

11． 5

205
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11． 0

11． 5

9．5

13． 0
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5．4
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9． 8

6． 0

6．5
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堅2

聾（皿・）1樋比

90． 0

108． 5

134． 5

120． 0

150． 0

110． 0

112． 5

107． 0

126． 5

101． 0

172． 5

160． 0

107． 0

124． 5

112． 0

143． 0

130． 5

130． 0

141． 0

．！59；・．90

31． 3

36． 9

39． 0

35． 1

58． 1

53． 7

56． 0

54． 6

60． 8

53． 2

59．，1

46． 8

31． 5

36． 5

31．1

72． 2

60． 7

60． 2

54． 7
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内 涙  腺

重量（mg）体重比

18． 0

23． 0

21． 5

21． 0

20． 5

22． 0

19． 5

19． 5

19． 5

16． 5

16． 0

23． 5

15． 5

18． 5

20． 0

18． 5

23． 5

18． 5

27． 0

22． 0

6． 3

7．8

6．2

6．1

7． 9

10． 7

9．7
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9． 4

8．7

5． 5

6． 9

4． 6

5． 4
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9． 3

10． 9

8． 6

10． 5

8．8

副 腎

重量（mg）i体重比

30． 5

32． 5

39． 5

35． 0

31． 0

54． 5

65． 0

48． 0

56． 5

50． 0

45． 0

48． 0

48． 0

40．5

44． 5

63． 5

57． 5

48． 5

56． 5

57． 0

10． 6

11． 1

11． 4

10． 2

12． 0

26． 6

32． 3

24． 5

27． 2

26． 3

15． 4

14． 0

14． 1

11． 9

12． 4

32． 1

26． 7

22． 5

21． 9

22． 9
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に注射した。実験動物は第ユ1表のような成熟ラッ

トで，Formalin投一与群，対照群とも雌雄それぞ

れ5匹ずつ，計20匹を用いた。このような実験動

物を薬剤投与8時間後，Nelnbuta1麻酔下に出一血

死させ，外涙腺，内涙腺，甲状腺，副腎をとり出

し，重量を測定，外涙腺，内涙腺については組織

所見も検査した。なお，対照群は全く無処置であ

る。

 以上の結果，重量測定において有意差のみられ

たのは，Forエnalin投与群の雌の甲状腺のみで

（p＞0．01），重量低下がみられた。叉，外涙腺，

内涙腺の組織所見には明らかな変化はみとめられ

なかった。

       皿 総括及び考按

 D．Michail， P． Vancea 7）が1932年，はじめ

て涙腺と内分泌の問題について報告してより，阪

井，青木平八，青木豊8），郭，吉田等も同様な目

的で実験を試みている。すなわちこれらの諸家

は，涙腺自身の内分泌作用に重点をおいているよ

うであるが，いまだ決定的な結論はなにも得られ

ていない。私は以上の諸研究者が試みた目的と全

く立干を異にし，涙腺自身への内分泌の影響を考

え実験を行った。この理由は，Duke－Elder 9），

Everett， R．， Veirs lo）らの書にもあるように，臨

床的に涙液分泌の障害と内分泌との関係が充分に

思えられるからである。また，文献上にわいても

甲状腺中毒症の場合に流涙を伴うことが報告さ

れ，それは眼球突出の有無にかかわらずみられる

という。すなわち，1935年Algernon B． Reese

ユ1）は甲状腺機能充進症にみられた涙腺炎について

報告し，森12）は定型的バセドウ氏病50例，非定

型的バセドウ壁厚22例について眼症状の発現率を

調べた結果，涙液分泌異常のあったものが18例

（33．33％）あったといい，戸田1：）は甲状腺機能

回外症患者108例のうち，眼科的自覚症として流

涙を訴えたものが37例（34．26％）にみられたこ

とを託載している。以上のように甲状腺疾患と涙

液分泌の間には興味深い点が多いのであるが，こ

の他に内分泌と涙液分泌異常との関係が密接であ

ると思われる疾患に乾性角結膜炎がある。しかし

いずれにしても，以上のような臨床上から涙腺自

身の機能を知ることは全く困難である。

 一方，これらの臨床例を判ずける基礎的な実験

として，Pochin i4）， Nover i5）16）17）， Radn6t，

N6meth i8）などの報告がみられる。すなわち

Pochinはモルモットに下垂体抽出液を注射する

と，涙腺の軍門増’加をきたすことを指摘し，また

Noverは涙腺と甲状腺の関係につきウサギで実験

を行ったところ，Thyroxineが涙腺組織の再生

を早め，涙液の分泌を増加することを報告，さら

に同氏はTestosterone， Hypophysinなどをウ

サギに投与し涙液量を測定した結果，Testoster・

oneが涙液の分泌を充進させ， Hypophysinは何

らの変化もみなかったと記している。その他，

Radn6t， N6methもウサギに男性ホルモンを投与

し涙腺の重量増加と活動的な組織所見をみたと述

べている。しかししこれらの報告は，すべてラッ

トを用いての実験でなく，叉，著者の実験材料と

してのラット外涙腺は眼窩外にあるので，解剖学

的な差異も老即しなければならないが，著者の実

験の結果より外涙腺と内涙腺とが密接な相関を有

することがわかったので，外涙腺を主として実験

の対象とした。

 A）正常ラット外眼窩涙腺について

 ラット外涙腺と内分泌の関係を知る予備実験と

して，正常ラット外涙腺の重量を測定したところ

雄は36．9mg～59．1mg，雌iは53．1mg～74．4mg

の間に分布し，その体重比の平均値は，雄47．9

mg±2．6mg，雌63． 8 mg±2． 7 mgであった。

従って正常ラット外涙腺重量にはかなりのばらつ

きがみられたが，明らかな性差のあることがわか

った。ラット外涙腺に対するこのような実験は全

くなく，とくに重量に明らかな性差のみられたこ

とは興味あることである。

 また，従来ラット外涙腺と内腺腺が組織学的に

類似していることが述べられているが，両者の機

能については現在まだ深く知られていない。そこ

で外涙腺と内涙腺の相関関係を知る目的で，外涙

腺別出ラットについて実験を行ったところ，ラッ

ト外涙腺を別出すると内涙腺重量が増加すること

がわかった。このことは外涙腺を失ったナこめに内

涙腺が代償的に働き肥大すると解釈して差支えな

いと思う。また，実験の途中でラットの中には外涙

腺あるいは内涙腺を欠いている例のあることを知

った。すなわち1側に内涙腺を欠いでいるため外

涙腺のみのもの，またはその反対に内涙腺のみ存

在しているもの等である。これらは先天的な異常

と考えられるが，以上のような諸点より判断し，
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外涙腺と内涙腺がお互に親密な機能的つながりを

もち，ラットの涙液形成に関与することは明らか

である。

 B）』下垂体再出ラットの外眼窩涙腺

 ラット外涙腺に対する内分泌的な影響をみるた

めに，まず下垂体別出ラットの外涙腺について調

べた。また，外涙腺と内涙腺が密接な関係にある

ので，内涙腺についても同時に検査することとし

アこ。なお，本実験に使用した下乗鑑別出ラットは

別出後体重測定を行い，体重減少後再び体重増加

を来さない例をえらび，外・眼部にも異常のなかっ

たものを使用し，さらに実験の終りには下垂体残

存の有無を調査した。まアこ，小LLI氏法による下垂

体甘貝術は外耳道より入るため，三又神経を障害

せぬかとの心配もあるが，正しい位置に針が入れ

ば三又神経の下を通るので全く心配ないし，自験

例においては外眼部に異常をきたしたものもな

く，外涙腺の大きさも両側ほとんど変りなかった

のでこの心配は除かれると思う。

 以上のような目的で，B），1）群（雄4匹，雌

2匹），B），2）群（雄6匹，雌4匹）のラット計

16匹について調べた結果，外涙腺重量の著しい減

少と，外涙腺，内涙腺の腺組織萎縮像をみとめ

t：。これらの変化はいずれも全例にほとんど同じ

ような傾向を有し，両実験群とも内涙腺の変化の

：方が著明であり，さらに別出後の日i数の多い程，

強い変化がみられるようである。従ってこれらの

組織変化の程度は，一ド垂体別出後42日～85日目

の内涙腺〉別出後42～85日目の外涙腺〉別出後

28日目の内涙腺〉別々後28日の外涙腺の順にな

る。いずれにしても下垂体朝出が，外涙腺，内涙

腺の萎縮を招くことは明瞭である。しかし下垂体

自身が両涙腺に如何に作用しているかは今後の問

題である。

 C）甲状腺別出ラットの外眼窩涙腺

 涙腺と甲状腺の関係を調べるためにこの実験を

行ったところ，明らかな変化は内涙腺の重量増加

であった。外涙腺には重量変化がみられず，組織

所見にも異常がみとめられなかつナこ。本実験は雄

5匹のみの結果なので詳細な結果はさらに実験例

を追罰し研究の必要がある。

 D）TSH， NaCl投与の外眼窩涙腺
 最近，Wegelius， Naumann， Brunishユ8）など

はモルモットの腹：側涙腺についてS3sで標識付

けアこTSHを用い，次のような実験を報告してい

る。すなわちPepsineで処理したTSHを3mg
あるいは5mg投与し，腹側涙腺に集る放射能を

測定すると，両群とも対照群よりはるかに高い価

を示し，有意差がみとめられ，また，腹側涙腺の重

量測定の結果は，甲状腺劉出後生にTSH5mg
を投与した群に明らかな：重量増加がみとめられた

という。また，私の実験結果からラット外涙腺が

下垂体及び甲状腺と何らかの関係を有することが

わかったので，さらにこれら臓器に関係深いと思

われるTSH：を投与して外涙腺，内涙腺，甲状腺

への影響を調べた。対照群にはNaC1を投与した。

 その結果，最：も明らかな変化はTSH， NaCl

投与8時間後にみられた重量増加で，正常ラット

では全くみることのできなかったような高い価を

呈する例もあった。外涙腺，内涙腺の組織所見で

は特別な変化はみられず，時に外涙腺に分泌機能

能の充進を思わず所見もみられたが，個体差のこ

とも思えられるので一般的な所見であると言い難

い。従って外涙腺に対するTSH：の作用として

は，はっきりとした所見はみられず，TSH或は

NaC1投与8時間後の重量増加もさらに検討を要

する問題であると思われる。

 E）Formalin投与の外眼窩涙腺

 ラット外涙腺がTSH或はNaCI注射により
投与8時間後に重量増加をきたすことがわかった

ので，これらの変化に対する一因子としてストレ

スの問題を考え，ラットにFormalinを投与し8

時間後の外涙腺重量及び組織変化を調べたが，T

SH， NaC1投一与時におけるような重量変化はみ

られず，組織学的にも特別な変化はみられなかっ

た。

 ラット外涙腺についての研究は非常に少なく，

とくに外涙腺に対する内分泌の影響を実験した報

告はみあたらない。しかし私の実験結果からラッ

ト外涙腺と内分泌との閥係があることが充分に考

えられる。

       IV 結   論

 1）正常ラット外涙腺重量を測定しその体重

比を求めると，雄は36．9mg～59．1mg，雌は

53．1mg～74．4mgの間に分布し，かなりのばら

つきがみられたが，体重比では雌の方が重く，明

らか｝こ性差がある。

 2） ラット外涙腺と内涙腺とは相関関係を有
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し，共に涙液形成に関与する。

 3） ラットの下垂体を別出すると，外涙腺は重

量低下をきたす。また，組織所見では，外涙腺，

内涙腺ともに萎縮像がみとめられた。

 4） 甲状腺別出ラットでは，内涙腺の重量増加

がみとめられ，外涙腺には明らかな変化がみられ

なかった。

 5） TSH， NaClをラットに注射すると，投

与8時間後に外涙腺の重量増加をきたす。組織所

見では，外涙腺，内涙腺ともに明らかな変化がみ

られなかった。

 6） ラットにFormalinを投与し，8時間後に

外涙腺，内涙腺の変化を調べたが，特別の所見は

みられなかった。

 稿を終るに臨み，終始御懇切なる御指導，御校閲を

賜わりました小山臭修教授，亀井照子講師，並びに本

学解剖学教室渡辺幸助教授に深く感謝の意を捧げると

共に，御指導，御援助賜わりました群馬大学眼科学教

室青木平八教授，至誠会第二病院長佐藤イクヨ博士，

薬理学教室員各位に厚く御礼申し上げます。
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  第2図 正常ラット（N），下垂体別丁ラット（HI，HII）外涙腺
HIは捌出後42～85目目， Hnは易U出後28R目の外涙腺数字は実験例の番号を示す

    第3図 正常ラット外涙腺組織所見 ×100

第4図 正常ラヅト外涙腺組織所見 ×420
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  第5図 正常ラット内涙腺組織所見 ×100

  第6図 正常ラツb照準腺組織所見 ×420

 第7図 F垂体捌出後85目目のラツb外涙腺組織所見 ×100
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 第8図 下垂体門出後85日目のラット外涙腺 組織所見 ×420

 第9図下垂体別口後56日目のラツb内涙腺組織所見×100

礎環礁魯璽1』論：匿〕歯
 第10図 下垂沐別出後56日目のラット内涙腺 組織所見 ×420
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階11図 下垂体刷出後28日目のラツb外涙腺 組織所見 ×100

第12図 下垂体易l／出後28日目のラツb外涙腺 組織所見 ×420

第13図 下垂体捌出後28目目のラット内涙腺 組織所見 ×100
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   、・   騨’
       懸嚇．丁

］
第14図 下垂体別出後28日目のラヅト内涙腺 組織所見 ×420
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